
「二人の証人」                2019 年 08 月 30 日 

ヨハネの黙示録 11 章 1 節～8 節 それから、わたしは杖のような物差しを与えられ 

て、こう告げられた。「立って神の神殿と祭壇とを測り、また、そこで礼拝している者た

ちを数えよ。しかし、神殿の外の庭はそのままにしておけ。測ってはいけない。そこは異

邦人に与えられたからである。彼らは、四十二か月の間、この聖なる都を踏みにじるであ

ろう。わたしは、自分の二人の証人に粗布をまとわせ、千二百六十日の間、預言させよう。」 

この二人の証人とは、地上の主の御前に立つ二本のオリーブの木、また二つの燭台である。 

この二人に害を加えようとする者があれば、彼らの口から火が出て、その敵を滅ぼすであ

ろう。この二人に害を加えようとする者があれば、必ずこのように殺される。彼らには、

預言をしている間ずっと雨が降らないように天を閉じる力がある。また、水を血に変える

力があって、望みのままに何度でも、あらゆる災いを地に及ぼすことができる。二人がそ

の証しを終えると、一匹の獣が、底なしの淵から上って来て彼らと戦って勝ち、二人を殺

してしまう。彼らの死体は、たとえてソドムとかエジプトとか呼ばれる大きな都の大通り

に取り残される。この二人の証人の主も、その都で十字架につけられたのである。 

 

ヨハネは杖のような物差しを与えられ、「立って神の神殿と祭壇とを測り、また、そこ 

で礼拝している者たちを数えよ。しかし、神殿の外の庭はそのままにしておけ。測っては

いけない。そこは異邦人に与えられたからである。彼らは、四十二か月の間、この聖なる

都を踏みにじるであろう。わたしは、自分の二人の証人に粗布をまとわせ、千二百六十日

の間、預言させよう」と告げられた。物差しの原義は「葦」で、葦の茎に目盛りをつけて

長さを測っていた。測る対象は、「神殿と祭壇の寸法と礼拝している者たちの数」である。

神殿や祭壇と、神殿で礼拝する者を測れと命じられている。神の民に関することを測りな

さいという。測ってはいけないのは、異邦人が礼拝することが許されていた「神殿の外の

庭」である。「外の庭」は異邦人を象徴する場で、不信仰な者たち全てを指している。彼

らを測るなということは、彼らは神の保護から締め出せとの意味である。彼らは 42 ヶ月、

3 年半の間、エルサレム神殿を蹂躙するが、最終的には、彼らの方が滅ぼされるという終

末的期待が込められている。神は悲しみや悔い改めを表わす「粗布をまとわせ」た二人の

証人を遣わし、1,260 日間、3 年半の間、預言させる。 

この二人の証人とは、地上の主の御前に立つ二本のオリーブの木、また二つの燭台であ

るという。「二本のオリーブの木」は、預言者ゼカリヤの見た幻で、主に選ばれた指導者

と祭司のことで、ここでは、キリスト者を指している。「二つの燭台」は、オリーブの木

から力を受けた教会を象徴している。二人の証人（キリスト者・教会）に害を加えようと

すれば、敵は必ず殺される。彼らは口から火が出る力、雨が降らないように天を閉じる力

（エリヤ）や水を血に変える力（モーセ）があって、望みのままに地に災いを及ぼすこと

ができるからである。ところが、二人は証しを終えると、底なし淵から上って来た一匹の

獣と戦って、殺されてしまった。「獣」とは、これから先しばしば述べられるキリスト者

を迫害するローマ帝国を指している。二人の証人の死体は、神に敵対し滅ぼされたソドム

とかエジプトとか呼ばれる大きな不信の都の大通りに取り残され、放置される。主イエス

もエルサレムで十字架につけられて殺された。ヨハネは、獣（ローマ帝国）によって、キ

リスト者・教会が苦しめられる状況を黙示的に述べている。 


